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皆
様
今
晩
は
。

本
日
は
ご
多
用
の
中
、
令
和
八

年
度
棚
底
地
区
振
興
会
総
会
に
多

数
ご
出
席
い
た
だ
き
、
天
草
市
役

所
倉
岳
支
所
長
富
山
進
市
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
ご
多
用
の
中
、
ご

臨
席
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
平
素
よ
り
当
会
の
事
業

運
営
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

害
に
遭
わ
れ
た
方
、
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
深
い
心
の
傷
跡
は
、

今
で
も
痛
々
し
く
残
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
熊
本
城
に

お
い
て
も
天
守
閣
が
修
復
さ
れ
ま

し
た
が
、
宇
土
櫓
や
石
垣
な
ど
の

修
復
に
は
ま
だ
ま
だ
長
い
年
月
が

か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
熊

本
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
熊
本
城

の
一
日
も
早
い
修
復
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

さ
て
、
令
和
七
年
度
の
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
計
画
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
事
業
も
皆
様
方
の
ご

尽
力
を
賜
り
、
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
出
来
、
確
か
な
成
果
を
残
す

こ
と
が
出
来
た
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

中
で
も
、
九
月
の
敬
老
会
で
は
、

百
二
十
五
名
の
参
加
を
頂
き
、
余

興
で
は
本
渡
ハ
イ
ヤ
凛
風
会
の
皆

様
に
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
花
を
添
え
て
頂
き
、
振
興
会

の
メ
ー
ン
事
業
天
草
最
高
峰
倉
岳

ウ
ォ
ー
ク
に
お
き
ま
し
て
も
百
七

十
八
名
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
更

に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
管

事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
祭
り
の

バ
ザ
ー
で
の
が
ね
揚
げ
や
十
二
月

の
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
給

水
所
接
待
に
お
き
ま
し
て
は
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、
令
和
五
年
度
か
ら
の
取
り

組
み
と
し
て
、
天
草
市
の
振
興
計
画

に
基
づ
き
第
五
期
棚
底
地
区
振
興
計

画
が
令
和
七
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
間

で
「
自
然
と
歴
史
と
文
化
の
里
棚
底
・

地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
今
ま
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
天
草
市
に
要
望
し
て

お
り
ま
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
も
本

年
十
一
月
に
は
倉
岳
支
所
と
併
設
し

て
天
草
戦
国
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
道
の

駅
と
し
て
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
は
先
日

歳
川
さ
ん
の
講
話
で
も
あ
り
ま
し
た

よ
う
に
日
本
一
と
も
い
え
る
素
晴
ら

し
い
施
設
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
更

に
こ
の
施
設
を
活
か
す
た
め
に
倉
岳

支
所
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
共
に

オ
ー
プ
ン
時
に
は
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

が
で
き
る
よ
う
組
織
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
様
々
な
事
業
等
、
計
画

実
施
、
運
営
に
至
る
ま
で
役
員
の

方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
議

題
は
、
令
和
七
年
度
事
業
・
決
算
の

審
議
、
令
和
八
年
度
事
業
・
予
算
の

審
議
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
慎
重
な

ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
出
席
の

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
開
会
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
こ
に
棚
底
地
区
振
興
会

総
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を

皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
と
す
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
熊
本
を
広
範
囲
に
襲
っ

た
あ
の
大
震
災
か
ら
本
日
で

十
年
を
迎
え
ま
す
。
甚
大
な
被

稲
津
会
長
あ
い
さ
つ

令
和
７
年
度
に
計
画
し

た
事
業
は
、
皆
様
方
の

ご
尽
力
で
確
か
な
成
果

を
残
す
こ
と
が
出
来
た

と
実
感
し
た
！

稲津新会長＝大変お世話
になります

【令和８年度振興会新役員の皆さんです、よろしくお願いします】
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1,119（+3）

宮　田 409

2,262 2,253（-9)合　計 1,116

棚　底

浦 255（+2）253 529

410（+1）

３月末 ２月末

人　　口

　人口動静

世　帯　数

３月末

高齢化率
５４.８２％

801（-3)

２月末

454 924（-5）

804

454（0） 929

528（-1)

今月の人口

主な行事予定

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 水、土曜日

めいどサロン 毎週 月曜日

５月１０日（日）環境美化事業

５月１７日（日）倉岳中体育大会

５月２４日（日）倉岳小運動会

５月３０日（土）天草市市制２０周年式典

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

～「天草戦国ミュージアム」工事の進捗状況～

令和７年７月の起工式から令和８年５月には１０ヵ月が

経過します。写真は令和８年３月末の建築工事の様子で

す。外壁のコンクリート打設がほぼ完了し、屋根部分の工

事も進みました。

また、建築内部では同時に、照明器具や映像設備等を

使用するための電気設備工事も進行中です。外からは工

事の進行状況がなかなか分かりづらいですが、ガイダン

ス施設の建築工事は着々と進んでいます。

近隣住民の皆さんには、工事に伴う騒音等で引き続き

ご不便・ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろ

しくお願いいたします。

（天草市文化課 牧野）
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【令和８年３月末の工事の様子】

月　日（曜日） 事　　業　　名 月　日（曜日） 事　　業　　名

  ４月２６日（日） 棚底史跡めぐり＆ウォーキング    ９月　６日（日） 棚底地区敬老会

 ５月１０日（日） 棚底城跡・棚底川国道沿い草刈作業    ９月２７日（日） 棚底城跡・棚底川国道沿い草刈作業

６月　７日（日） 一日一汗運動 １０月　４日（日） 棚底地区スポーツ大会

６月１４日（日） 町内一斉避難訓練 １０月２５日（日） 天草最高倉岳ウォーク

６月２０日（土） 世代間交流事業 １１月１５日（日） 倉岳町ふるさとまつり

７月　５日（日） 棚底城跡・棚底川国道沿い草刈作業 １２月１１日（金） 防犯パトロール

７月１０日（金） 防犯パトロール １２月１３日（日） 倉岳えびすマラソン大会

令和８年度主な年間事業計画

会   長 　　稲 津　千 明

副会長 　　稲 田　哲

副会長 　　浦 本　純 一

事務局長 　　稲 田　隆 義

監   事 　　木崎 眞美子

監   事 　　田 中　純 久

有識者 　　歳川 喜三生

有識者 　　坂元 眞美子

顧   問 　　田 中　隆 光　

令
和
八
年
度
棚
底
地
区
振

興
会
総
会
が
４
月
１
４
日

(

火)

、
コ
ミ
セ
ン
集
会
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
稲
津

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ(

挨
拶
の
全
文
は
一
面
に

掲
載)

、
次
に
倉
岳
支
所
長
の

富
山
進
市
様
が
来
賓
祝
辞
を

述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
議

長
の
選
出
が
行
わ
れ
、
事
務

局
よ
り
体
育
部
会
の
田
中
純

久
さ
ん
が
指
名
さ
れ
た
。

議
事
進
行
は
、
田
中
議
長

の
下
、
第
１
号
議
案
、
２
号
議

案
を
事
務
局
か
ら
一
括
し
て

説
明
。
監
査
報
告
が
済
ん
だ

の
ち
承
認
さ
れ
た
。
次
に
３

号
議
案
の
審
議
で
は
理
事
会

で
推
薦
さ
れ
た
正
・
副
会
長

が
承
認
さ
れ
、
新
執
行
部
の

役
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

４
号
議
案
、
５
号
案
も
事

務
局
の
説
明
に
続
い
て
審
議
、

一
旦
承
認
さ
れ
た
が
、
そ
の

他
で
社
会
保
険
料
の
経
理
の

仕
方
や
棚
底
城
跡
草
刈
作
業

な
ど
に
関
す
る
質
疑
応
答
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
紛
糾
し
な

が
ら
も
無
事
閉
会
と
な
っ
た
。

振興会新役員名簿

令
和
八
年
度
棚
底
地
区
振
興

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
第
３

号
議
案
役
員(

案
）
な
ど
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
は

上
記
の
通
り
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（敬称略）


